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公益財団法人岩手県文化振興事業団第４７回理事会議事録 

 

１ 開催日時   令和元年７月２５日（木） 午後１時３０分～ 

 

２ 開催場所   岩手県立美術館 会議室 

 

３ 出席者    理事総数 ９名 

         出席理事 ８名 

 

 

 

 

                  

監事総数 ２名 

         出席監事 ２名 

                監 事 久保 隆男    監 事 佐々木 恵太 

 

４ 議  長   理事長  高橋 嘉行 

 

５ 決議事項    

  議案第１号 令和元年度(平成 31年度)事業計画の変更について 

  議案第２号 公益財団法人岩手県文化振興事業団評議員候補者の選任について 

   

６ 報告事項 

    報告事項 1 職務執行状況の報告について 

     

７ 議事の経過の要領及びその結果 

  定刻、総務部総務課長が開会を宣し、本理事会は定款第３５条の規定に定める定

足数を満たしており、適法に成立した旨を告げ、理事長が議長席に着き、次の議事

に入った。 

 

〔決議事項〕 

（１）議案第１号 令和元年度(平成31年度)事業計画の変更について 

 議長は議案第１号を上程し、埋蔵文化財センター副所長より別紙議案書に基

づき説明がなされ、その賛否を諮ったところ、全員異議なくこれを承認した。 

理事長 高橋 嘉行 

理 事 柴田 和子 

理  事  菅原 伸夫 

理 事 髙橋 廣至 

理 事 齋藤 哲子 

理  事  工藤 啓一郎 

理 事 佐々木 一成 

理 事 藁谷 収 
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 （２）議案第２号 公益財団法人岩手県文化振興事業団評議員候補者の選任につい 

          て 

議長は議案第２号を上程し、総務部総務課長より別紙議案書に基づき説明がなされ、

その賛否を諮ったところ、全員異議なくこれを承認した。 

 

〔報告事項〕 

（１）報告事項１ 職務執行状況の報告について 

 別紙資料に基づき、理事長並びに業務執行理事３名より報告があり、全員これ

を了承した。 

 

≪質問・意見等≫ 

 【理事】 

   埋蔵文化財センターの事業計画の変更のうち、北上市から受託している二子城跡

遺跡の調査面積の変更が 9,000㎡の減少ということで、大きな数字だが、どういっ

た理由で変更となったのか。 

 

【埋蔵文化財センター副所長】 

  当初は18,000㎡の予定だったものだが、委託者である北上市の方で、調査

地域の森林伐採の手続きが進まず、調査可能な範囲のみの面積に変更となっ

たものである。今年度調査対象外となった地域については、来年度以降に調

査持ち越しとなる予定である。 

 

【理事】 

  県民会館の「さんりく音楽祭」の公演が沿岸部だけなのはなぜか。東日本

大震災の被災地は沿岸部だけでなく、内陸部も含まれるので、東日本大震災

復興祈念ということであれば、内陸部の市町村も関わりがあっても良いので

はないか。 

 

【理事長】 

  三陸防災復興プロジェクトの一事業である「さんりく音楽祭」は県からの

受託事業であり、その財源となっているのは、国からの復興交付金である。

この国の交付金が、復興のステージに応じ、沿岸部を重点とした支援事業に

対するものであったことから、今回の受託事業は沿岸部で行うものとなった

ものである。ただし、震災復興に寄与する文化芸術の力は大きいので、今後、

内陸部と沿岸部の交流等を通じて復興を進めていくためにも、財政的なこと
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も含め、県とも相談して検討していきたい。 

 

【理事】 

  博物館の入館者数、美術館の観覧者数の増加が素晴らしい。企画力の賜物

であると、評価したい。動員に関しては、子どもが来れば、親、祖父母を巻

き込むことができるので、子どもたちをいかに取り込むかが大事であると思

う。 

  特に美術館に関しては、自身とは縁遠いものと感じている年配の方も多い。

そのイメージを払拭して、誰でも気軽に足を運べる場所にしてほしい。 

 

【理事（博物館長）】 

  博物館は勉強をするところというイメージがまだあるが、国産車新車ショ

ーや能楽公演など、博物館のイメージにとらわれない企画も展開することで、

気軽に来てもらえる施設にしていきたい。 

 

【理事（美術館長）】 

   美術館は敷居が高いというのは、よく言われる。しかし、徐々に観覧者数は増え

てきている。今年度のジブリの企画展も多くの観覧者が想定されるが、一度来ても

らえれば、その後につながると思うので、来てもらいやすい企画を今後とも考えて

いきたい。  

 

【理事長】 

   県民会館、博物館、美術館はいずれも県民のみなさんを対象にした施設である。

例えば、美術館において、美術品の展示だけでなく、ナイトミュージアムなど他分

野の芸術を取り入れた企画を実施することで、県民のみなさんに相乗的に文化にふ

れてもらうことができるように、今後も各事業所の英知を結集して、岩手県の文化

芸術を盛り上げていきたい。 

 

 

 

以上をもって議事の全部を終了したので、午後２時２０分閉会を宣し、解散した。 

以上の議事の経過の要領及び結果を明確にするため、理事長及び監事が記名押印   

する。 
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令和元年   月   日 

     

     公益財団法人岩手県文化振興事業団 第４７回理事会 

               

  

         議  長                             印 

 

 

              

                  監  事                               印 

              

            

 

           監  事                               印 


